
観察、実験の時間はしっかりと確保されていますか？

平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 １ ３ 日小学校理科における指導のポイント
山 口 県 教 育 庁 義 務 教 育 課第２１号 理科の授業づくり③

はじめに

第２０号では、【ポイントその１】として「問題解決学習を行っているか。」につい
てお示ししました。「問題解決学習の８つのプロセスがおさえられた授業」、「観察、
実験前の言語活動の充実」が大切なことです。今回は、前号に
引き続き、理科の授業づくりの【ポイントその２】として「観
察、実験が充実しているか。」についてご紹介します。
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（７６）観察や実験を行うことは好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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（６５）理科室で観察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いまし

たか

週１回以上 月１回以上 学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない

【平成２４年度 全国学力・学習状況調査 児童質問紙】

【平成２４年度 全国学力・学習状況調査 学校質問紙】

全国学力・学習状況調査で実施された質問紙調査の公表結果によると、「観察、実験
を１クラス当たり、週１回以上行った」と回答した学校の割合が、山口県は60.5％で
した。一方「観察、実験を行うことは好きですか」という質問に対して山口県は91.1
％の児童が「好き」「どちらかというと好き」と回答しています。観察、実験の学習
機会を増やすことが児童の興味・関心を高める授業改善の第一歩といえそうです。

授業時間内における観察、実験の時間はどのぐらい確保されているでしょうか。４５分授業

で考えてみましょう。導入に５分。仮説設定に10分。実験計画の立案と実験方法の確認（安全

指導を含む）に10分。実験後の結果整理と考察に10分かかると想定すると、実験時間は10

分。準備と後片付けを含めると実験の時間は正味5分あるかないかということになってしまい

ます。



「何のためにこの実験をしているのか」ということを児童が説明できるような観察、実験

になるように心がけましょう。そのためには、①児童によって問題や仮説が設定されているこ

と、②その問題や仮説がいつでも確認できるように板書されていること、③問題や仮説を意識し

て考察するという学習活動が習慣化されていることなどが大切です。また、下図のような「観

察、実験のポイント」を児童との対話を通じておさえておくことも有効な手だての一つです。

ここは一つ、発想を逆転させてみてはどうでしょう。たとえば、「観察、実験の時

間を15分確保する」という前提で授業計画を立ててみるのです。仮説設定までは前時

までにすませるという時間配分の工夫や、実験手順の説明などはＩＣＴを活用して効

率的に進めるという教材提示の工夫など、具体的な授業改善のヒントが得られるかも

しれません。また、言語活動を短時間で充実させる必要に迫られることで、新しいア

イデアや教材が生まれてくるかもしれません。「まず観察、実験ありき」というスタ

ンスで授業づくりに取り組んでみてください。

「何が見えるのか」「何を明らかにしたいのか」
「何を見せたいのか」「何に気づかせたいのか」
児童と教師がそれぞれの「視点」をしっかりも
つことが大切です。

児童が観察器具、実験器具に慣れ親しみ、おそ
れずに使えるようになることも大切です。

目的や問題意識のない観察、実験になっていませんか？


